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社
会
を
変
革
し
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
は
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
（
世
界
的
大
流
行
）
と
宣
言
さ
れ
、
す
で

に
数
十
万
人
が
死
亡
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
人

間
社
会
に
は
幾
度
と
な
く
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
襲

来
、
毎
回
、
被
害
も
甚
大
で
あ
っ
た
が
、
一
方

で
社
会
変
革
の
契
機
に
も
な
っ
て
き
た
。
十
四

世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
暗
黒
時
代
に
し
た
ペ
ス

ト
は
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
口
の
三
割
を
死

亡
さ
せ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
犠
牲

に
見
合
う
社
会
変
革
が
実
現
し
て
い
る
。

人
口
の
急
減
に
よ
り
、
農
奴
が
維
持
す
る
荘

園
制
度
が
破
綻
し
、
そ
れ
以
前
か
ら
登
場
し
た

貨
幣
経
済
の
浸
透
と
と
も
に
経
済
構
造
が
変
化

し
た
。
さ
ら
に
悲
惨
な
社
会
を
救
済
で
き
な
か

っ
た
キ
リ
ス
ト
教
会
の
権
威
も
失
墜
、
と
り
わ

け
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
に
幽
囚
さ
れ
て

い
た
ロ
ー
マ
教
皇
が
疫
病
の
恐
怖
か
ら
避
難
し

た
た
め
人
心
は
離
反
し
た
。
そ
れ
を
加
速
し
た

の
が
印
刷
技
術
で
、
人
々
は
印
刷
さ
れ
た
聖
書

か
ら
教
義
を
学
習
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

今
回
の
世
界
規
模
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の
対

策
と
し
て
、
国
境
の
閉
鎖
な
ど
国
家
単
位
の
政

策
も
実
行
さ
れ
て
い
る
が
、
個
人
が
実
行
で
き

る
有
効
な
手
段
は
三
密
（
密
閉
、
密
集
、
密
接
）

の
回
避
と
喧
伝
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
の
重

要
な
手
段
が
十
五
世
紀
の
印
刷
技
術
に
匹
敵
す

る
情
報
通
信
技
術
で
、
有
線
や
無
線
で
遠
方
と

連
絡
す
れ
ば
三
密
を
回
避
で
き
る
と
い
う
理
由

で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
「
テ
レ
（
遠
方
）
ワ

ー
ク
（
仕
事
）」
と
い
う
兵
器
で
あ
る
。

急
速
に
普
及
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク

テ
レ
ワ
ー
ク
と
い
う
と
三
密
の
通
勤
を
せ
ず

に
、
こ
れ
ま
で
オ
フ
ィ
ス
で
し
て
い
た
仕
事
を

家
庭
な
ど
か
ら
通
信
回
線
を
手
段
と
し
な
が
ら

仕
事
を
す
る
こ
と
が
連
想
さ
れ
る
が
、
ノ
ル
ウ

ェ
ー
の
養
殖
漁
業
は
陸
上
か
ら
遠
隔
操
作
で
給

餌
な
ど
を
し
て
い
る
し
、
オ
ラ
ン
ダ
の
植
物
工
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場
で
は
無
人
で
管
理
し
収
穫
も
す
る
テ
レ
ワ
ー

ク
が
普
及
し
て
い
る
。
工
業
の
分
野
で
も
数
人

の
人
間
が
監
視
を
し
て
い
る
だ
け
の
無
人
工
場

が
各
地
に
登
場
し
て
い
る
。

し
か
し
、
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
襲
来
で

一
気
に
話
題
に
な
っ
た
の
は
先
進
諸
国
で
は
六

割
か
ら
七
割
の
国
民
が
従
事
し
て
い
る
オ
フ
ィ

ス
業
務
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
以
前
か
ら
、
世
界

各
国
で
テ
レ
ワ
ー
ク
は
浸
透
し
て
お
り
、
二
〇

一
四
年
の
調
査
で
あ
る
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は

三
〇
％
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
二
七
％
、
イ
ギ
リ
ス

は
二
四
％
、
ア
メ
リ
カ
は
二
〇
％
、
フ
ラ
ン
ス

は
一
九
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
（
図
１
）。

基
準
が
相
違
す
る
の
で
正
確
な
比
較
は
で
き

な
い
が
、
日
本
で
は
二
〇
一
八
年
に
一
九
％
で

あ
っ
た
が
、
東
京
商
工
会
議
所
の
今
年
四
月
の

調
査
に
よ
る
と
、
東
京
都
内
の
約
一
三
〇
〇
社

に
つ
い
て
、
従
業
員
三
〇
〇
人
以
上
で
は
五
七

％
、
三
〇
〇
人
未
満
で
は
二
〇
％
、
全
体
で
二

六
％
に
な
っ
て
い
る
。
企
業
規
模
で
は
格
差
が

あ
る
が
、
全
体
と
し
て
急
速
に
浸
透
し
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
労
働
形
態
を
変
革
す
る
こ

と
が
明
瞭
に
な
っ
た
（
図
２
）。

集
中
か
ら
分
散
へ
の
転
換

こ
の
労
働
形
態
の
変
化
は
社
会
構
造
を
変
革

す
る
と
期
待
さ
れ
る
。
ま
ず
地
方
分
散
へ
の
転

換
で
あ
る
。
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
る
中

央
集
権
国
家
の
成
立
以
後
、
東
京
へ
の
集
中
が

加
速
、
首
都
圏
域
の
人
口
比
率
は
一
九
五
〇
年

の
一
三
％
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
は
三
〇
％
と
急

増
し
て
い
る
。
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
パ
リ
に

一
七
％
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ロ
ン
ド
ン
に
一
四
％
、

イ
タ
リ
ア
で
は
ロ
ー
マ
に
五
％
、
ド
イ
ツ
で
は

ベ
ル
リ
ン
に
四
％
で
し
か
な
い
（
図
３
）。

テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
方
向
転
換
が
期
待
さ
れ

る
が
、
根
拠
は
自
由
時
間
の
増
大
で
あ
る
。
国

民
生
活
時
間
調
査
に
よ
る
と
、
平
日
一
日
の
通

勤
時
間
は
東
京
で
一
〇
二
分
、
大
阪
で
八
六
分
、

人
口
三
〇
万
人
未
満
の
地
域
で
は
六
九
分
で
あ

る
。
東
京
で
勤
務
す
る
人
々
の
年
間
通
勤
時
間

は
四
四
〇
時
間
に
な
り
、
年
間
労
働
時
間
一
七

〇
〇
時
間
の
約
二
六
％
に
匹
敵
し
、
出
勤
の
準

備
に
必
要
な
時
間
も
加
算
す
れ
ば
約
七
〇
〇
時

間
が
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
る
。

大
都
市
圏
に
居
住
し
な
く
て
も
仕
事
が
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
。
家
賃
が
高
額
で
、
環
境
も

良
好
と
は
い
え
な
い
巨
大
都
市
で
生
活
す
る
こ

と
を
疑
問
と
す
る
人
々
が
増
加
し
て
く
る
。「
ふ

る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
調
査
に
よ
る

と
、
地
方
へ
の
移
住
を
相
談
す
る
人
数
は
二
〇

〇
八
年
に
は
年
間
二
四
七
五
人
で
あ
っ
た
が
、
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十
年
後
に
は
約
二
十
倍
に
増
加
し
、
し
か
も
四

十
代
以
下
の
比
率
が
三
〇
％
か
ら
七
二
％
に
飛

躍
し
て
い
る
（
図
４
）。

最
近
の
東
京
か
ら
の
分
散
を
反
映
す
る
数
字

が
あ
る
。
東
京
都
二
十
三
区
の
オ
フ
ィ
ス
の
空

室
面
積
は
二
〇
一
六
年
前
半
の
二
〇
万
坪
か
ら

年
毎
に
減
少
し
、
二
〇
一
九
年
末
に
は
五
万
坪

に
ま
で
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
疫
病
の
流
行

が
顕
著
に
な
り
は
じ
め
た
二
〇
二
〇
年
に
は
一

五
万
坪
に
増
加
し
て
い
る
。
疫
病
が
収
束
す
れ

ば
回
復
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
テ
レ
ワ
ー
ク

を
推
進
す
る
と
宣
言
し
て
い
る
企
業
も
数
多
く

あ
り
、
反
転
の
開
始
か
も
し
れ
な
い
（
図
５
）。

職
縁
か
ら
通
縁
へ
の
転
換

ア
メ
リ
カ
で
は
主
要
な
情
報
手
段
に
よ
り
世

代
を
分
類
し
て
い
る
。
現
状
で
四
十
五
歳
以
上

は
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
と
有
線
電
話
で
成
長
し
た

「
Ｘ
世
代
」、
二
十
五
歳
以
上
は
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
馴
染
ん
だ

「
Ｙ
世
代
」、
十
歳
以
上
は
ワ
イ
フ
ァ
イ
と
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
駆
使
す
る
「
Ｚ
世
代
」
で
あ
る
。

高
齢
世
代
で
は
既
存
の
労
働
形
態
に
技
術
が
侵

入
し
て
き
た
が
、
若
年
世
代
は
情
報
手
段
が
労

働
形
態
を
規
定
す
る
反
対
の
傾
向
に
あ
る
。

こ
の
情
報
世
代
が
中
心
に
な
る
と
、
社
会
を

構
築
す
る
関
係
が
変
化
し
は
じ
め
る
。
産
業
の

中
心
が
狩
猟
採
集
の
時
代
は
一
族
が
一
体
と
し

て
生
活
す
る
「
血
縁
社
会
」
で
あ
っ
た
が
、
農

業
が
中
心
に
な
っ
て
、
集
団
で
生
活
す
る
「
地

縁
社
会
」
に
移
行
し
た
。
さ
ら
に
工
場
や
オ
フ

ィ
ス
が
大
半
の
人
々
の
仕
事
場
所
に
な
り
、
会

社
の
仲
間
が
密
接
な
関
係
と
な
る
「
職
縁
社

会
」
が
登
場
し
た
。
そ
し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど

通
信
が
人
々
を
結
合
す
る
時
代
に
な
る
と
「
通

縁
社
会
」
が
出
現
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

そ
れ
を
後
押
し
す
る
の
が
通
信
料
金
制
度
の

変
化
で
あ
る
。
か
つ
て
の
主
役
で
あ
っ
た
有
線

電
話
は
距
離
と
時
間
に
比
例
す
る
料
金
体
系
で

あ
っ
た
た
め
、
人
口
や
企
業
が
集
中
し
て
い
る

大
都
市
圏
に
有
利
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は
世
界
均
一
料
金
、
携
帯
電
話
は

国
内
均
一
料
金
と
い
う
位
置
や
距
離
に
左
右
さ

れ
な
い
料
金
体
系
の
た
め
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
利

用
を
制
約
し
な
い
手
段
に
な
っ
た
。
通
縁
が
主

役
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
先
方
に
登
場
す
る
の
が
『
四
万
時

間
』
が
見
通
し
た
社
会
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の

経
済
学
者
Ｊ
・
フ
ー
ラ
ス
テ
ィ
エ
が
一
九
六
五

年
に
生
涯
労
働
時
間
が
四
万
時
間
に
な
る
時
代

を
予
測
す
る
著
書
を
出
版
し
た
。
そ
れ
が
実
現

す
れ
ば
四
十
歳
代
で
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
、
仕
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事
に
拘
束
さ
れ
て
都
会
で
生
活
す
る
根
拠
は
希

薄
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
様
々
な
要
因
が
重
複
し
、

近
代
以
来
の
集
中
と
い
う
原
理
が
衰
退
し
、
通

縁
に
よ
る
分
散
社
会
が
主
流
と
な
る
。

一
様
か
ら
多
様
へ
の
転
換

近
代
と
名
付
け
ら
れ
る
時
代
に
は
世
界
の
い

ず
れ
の
国
家
も
一
律
を
目
指
し
た
。
日
本
で
は

各
藩
独
自
の
教
育
を
全
国
一
律
の
制
度
に
よ
っ

て
共
通
に
し
、
言
語
も
方
言
を
排
除
し
て
標
準

の
言
葉
を
通
用
さ
せ
、
産
業
も
地
域
ご
と
の
風

土
に
適
合
し
た
農
業
か
ら
、
全
国
、
場
合
に
よ

っ
て
は
世
界
に
流
通
可
能
な
製
品
を
大
量
に
生

産
す
る
工
業
に
移
行
さ
せ
た
。
こ
れ
は
成
功
で

あ
り
、
一
〇
〇
年
程
度
の
短
期
で
日
本
は
世
界

有
数
の
国
家
に
な
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

し
か
し
、
産
業
は
情
報
技
術
が
主
導
し
、
生

活
に
も
情
報
手
段
が
必
須
に
な
る
時
代
が
主
流

に
な
る
に
つ
れ
、
こ
の
一
律
と
い
う
性
質
は
足

手
ま
と
い
に
な
っ
て
き
た
。
昨
日
の
ニ
ュ
ー
ス

が
今
日
に
は
価
値
が
大
幅
に
下
落
し
、
文
学
や

音
楽
も
類
似
す
る
内
容
は
盗
作
に
さ
え
な
る
よ

う
に
、
情
報
の
価
値
の
本
質
が
相
違
に
あ
る
と

い
う
の
が
根
拠
で
あ
る
。
実
際
、
先
進
諸
国
の

生
産
も
雇
用
も
情
報
を
基
礎
と
す
る
三
次
産
業

が
七
割
に
到
達
し
て
い
る

そ
の
結
果
、
社
会
の
主
導
理
念
が
多
様
に
移

行
し
た
。
背
広
が
服
装
の
基
本
で
あ
り
、
音
楽

も
西
洋
音
楽
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
国
際
会
議

で
も
各
国
代
表
が
民
族
衣
装
で
参
加
す
る
の
が

普
通
に
な
り
、
民
族
音
楽
が
世
界
規
模
で
評
価

さ
れ
る
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
結
果
と
し
て

社
会
は
多
様
、
す
な
わ
ち
相
互
に
相
違
す
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
る
時
代
に
転
換
し
て
い
る
。
こ

の
多
様
が
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
注
目
さ
れ

は
じ
め
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

人
口
あ
た
り
死
亡
者
数
は
韓
国
の
六
十
倍
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
五
十
倍
、
日
本
の
四
十
五
倍
と

い
う
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

に
比
較
し
て
日
本
や
ア
ジ
ア
諸
国
の
感
染
者
数

と
死
亡
者
数
が
少
数
で
あ
る
こ
と
が
世
界
の
関

心
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
（
図
６
）。
こ
れ
は

人
種
な
ど
生
物
学
的
な
差
異
が
影
響
し
て
い
る

と
い
う
見
解
と
と
も
に
、
文
化
の
特
徴
が
反
映

し
て
い
る
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
文
化
や
習
慣
の
相
違

で
あ
る
。
日
本
で
は
、
挨
拶
の
と
き
に
握
手
や

抱
擁
と
い
う
肉
体
の
接
触
を
し
な
い
、
高
温
多

湿
の
気
候
の
影
響
で
毎
日
入
浴
す
る
、
屋
外
と

室
内
で
は
履
物
を
変
更
す
る
な
ど
、
清
潔
文
化

と
総
称
さ
れ
る
習
慣
が
浸
透
し
て
い
る
。
こ
れ

が
徹
底
し
た
対
策
を
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

日
本
の
感
染
者
数
が
少
数
の
一
因
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
明
治
以
来
、
和
魂
洋
才
の
精
神
で
独

自
文
化
を
維
持
し
て
き
た
効
果
で
あ
る
。

こ
れ
は
情
報
社
会
を
目
指
す
未
来
に
と
り
重

要
な
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
世
界
は
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
の
掛
声
に
よ
り
一
様
、
均
質
を
目
指

し
て
き
た
。
し
か
し
多
様
が
情
報
社
会
の
本
質

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
基
礎
と
な
る
独
自
文

化
を
保
持
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
西
洋
文

化
に
席
巻
さ
れ
な
い
多
様
な
文
化
を
維
持
し
て

き
た
日
本
は
、
十
四
世
紀
の
疫
病
が
ル
ネ
サ
ン

ス
時
代
を
花
開
か
せ
た
よ
う
に
、
多
様
な
情
報

社
会
を
花
開
か
せ
る
絶
好
の
位
置
に
あ
る
。


